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天白区植田東学区 地区防災計画策定について
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１ 地区防災計画とは
・地域コミュニティにおける共助の重要性が強く認識された東日本大震災
の教訓を踏まえ、平成２５年の災害対策基本法改正で創設された、市町
村内の一定地区の居住者及び事業者が作成する自発的な防災活動に関す
る計画です。

・地区防災計画は以下のような特徴があります。
① 地域コミュニティ主体の計画
② 地区の特性に応じた計画
③ 継続的に地域防災力を向上させる計画

・地区居住者等の方々によって作成された計画が名古屋市防災会議会⾧
（市⾧）に提案され、名古屋市防災会議で認められると名古屋市地域防
災計画へ定められます。

（確認する視点）
地区の合意形成/計画の対象範囲の設定/計画の目的・目標/地区の特性/
具体的な防災活動/計画の見直し/地域防災計画との整合性 2
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２ 名古屋市における「地区防災計画」の経緯

内容時期

南区星崎学区が内閣府の
地区防災計画モデル地区に認定

平成27年6月12日

名古屋市防災会議にて地区防災計画を認定
≪本市1例目≫星崎学区(南区) ※地震編

平成29年6月9日

名古屋市防災会議にて地区防災計画を認定
≪本市2例目≫植田東学区(天白区) 

令和4年6月7日

名古屋市防災会議にて地区防災計画を認定
≪本市3例目≫桃山学区(緑区) 

令和6年6月7日

天白区植田東学区地区防災計画2030 提案令和8年3月27日

南区星崎学区地区防災計画（風水害編） 提案令和8年4月21日



３ 南区星崎学区 地区防災計画の概要

（１）経過

対象災害計画名区分

地震星崎学区地区防災計画
（地震編）平成29年度認定

風水害星崎学区地区防災計画
（風水害編）今回提案

（２）提案団体
星崎学区防災安心まちづくり委員会

（３）経過（星崎学区地区防災計画（風水害編））
・令和5年8月 星崎学区住民を対象としたアンケートを実施
・令和5年度～令和7年度にかけて、星崎学区防災安心まちづくり委員会
を中心に、勉強会・地区防災計画策定に向けたワークショップ等を延
べ13回実施 4



（４）対象範囲【計画P.4】
・星崎学区の全域及びその周辺

（５）地区特性の分析【計画P.5-15】
・学区南部に天白川・扇川、北部には大江川と河川に囲まれている
・これまで伊勢湾台風や東海豪雨など、多くの風水害被害
・広大な工場地帯と住宅地が混在したまち
・町内会加入率（推計）は、ここ10年ほどで、16%減少
市、区全体の傾向と比べ、より大きく減少

（６）基本的な考え方（学区としての方針）【計画P.3】
『星崎から一人の犠牲者も出さない』
“ともに学び、ともに考え、そして明るく楽しく前向きに、ともに
支え合うことができる地域まちづくり”

３ 南区星崎学区 地区防災計画の概要
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（７）主な活動内容【計画P.16-24】
平常時

○活動体制
＜コア会議＞
・進め方の検討、活動の支援
・学区連絡協議会会⾧、消防団⾧、民
生・児童委員協議会⾧、有識者等で
構成

＜防災安心まちづくり委員会＞
・計画策定に向けたワークショップ、
実践活動

・学区連絡協議会会⾧、自主防災会、
各種団体⾧、消防団、民生・児童委
員協議会等で構成

○住民への普及啓発
・星崎学区ハザードマップや各世帯で
行うべき行動指針（わが家のマイ・
タイムライン）の手引きを作成・配
付等

３ 南区星崎学区 地区防災計画の概要

災害時
○自主防災会の活動
・自主防災会⾧は、現地本部を立ち上げ、
初動体制を整えたのち副会⾧などに引
き継ぎ、災害救助地区本部へ参集

○災害救助地区本部の活動
・各現地本部からの情報を取りまとめ、
区本部に報告

・避難所の開設を行ったら、避難者の中
から避難所運営組織を立ち上げ

○避難行動
・避難する際の住民の基本的な考え方や
タイムライン型避難行動計画として、
自主防災会で行うこと（要配慮者対応
含む）の例を時系列で整理

連
携
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（８）目標達成のための実践と今後の取組み【計画P.28】
・以下の項目について、達成度を設定し、概ね5年を目途に達成して
いくこととし、毎年、その達成状況を把握します。

・また、進捗の状況に応じた見直しを行うとともに、新たに発生した
課題についても適宜追加変更していきます。

３ 南区星崎学区 地区防災計画の概要

１ 地域密着型訓練の実施
２ 助け合いの仕組みづくり
３ 普及啓発の充実
４ 学区防災訓練等の充実
５ マイ・タイムライン作成の徹底
６ 防災まち歩き
７ 避難所環境の整備
８ 地域防災協力事業所との連携強化
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４ 天白区植田東学区 地区防災計画の概要
（１）経過

取り組み内容期間計画区分区分

計画の検討、体制
づくり令和2-3年度準備期

第1期
植田東学区
地区防災計画

2025

令和4年度
認定

各組織のしくみづ
くり、マニュアル
等検討

令和4-5年度検討期

訓練等を通じた検
証令和6-7年度検証期

訓練や啓発活動を
通じ住民へ定着令和8-10年度定着期

第2期
植田東学区
地区防災計画

2030

今回
提案 課題の整理と計画

の見直し令和11-12年度検証期
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４ 天白区植田東学区 地区防災計画の概要
（２）提案団体

植田東学区連絡協議会（植田東学区防災安心まちづくり委員会）

（３）経過（植田東学区地区防災計画2030）
・令和7年1月に植田東学区住民を対象とした
アンケートを実施
・令和7年度に、植田東学区防災安心まちづくり委員会
を中心に、検討会・防災学習会を延べ5回実施
・令和8年2月に植田東学区地区防災計画2030（案）に
関し、地域住民へ意見募集を実施

（４）対象範囲【計画P.2】
・植田東学区全域
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４ 天白区植田東学区 地区防災計画の概要
（５）地区特性の分析【計画P.3-12】
・土地区画整理事業により宅地整備された丘陵地かつ住宅地
・南西部の一部で浸水被害が想定されているが震度以外の災害リスク
は小さい

・転入者が１割弱おり、平成時代に転入した４０～５０代が多い
・昭和56年以降の住宅に住む世帯の割合は94.6%で学区内の建物は概
ね新耐震基準

（６）基本的な考え方（学区としての方針）【計画P.13】
在宅避難を基本として災害に備える
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４ 天白区植田東学区 地区防災計画の概要
（７）主な活動内容【計画P.14-19】

災害時平常時組織区分
・避難者で作る避難所運営委員会
の立ち上げサポート

・防災倉庫の点検・整理
・避難所運営マニュアルの
整備

避難所
（避難所リーダー）

・避難情報の集約、情報伝達、物
資配給などを行い、区本部との
連絡調整

・役割の確認と体制検討
・手順の確認と情報収集・
発信

災害救助地区本部

・安否確認、被災者の救助、災害
救助現地本部の設置、災害救助
地区本部との連絡調整など

・啓発・訓練
町内会（防災会）

※それぞれの組織で活動・啓発・訓練防災部会

※それぞれの組織で活動・学区全体で取り組む防
災・減災活動の調整

防災安心まちづくり
委員会
（学区連絡協議会） 11



４ 天白区植田東学区 地区防災計画の概要
（８）活動イメージ・見直し【計画P.20-23】

検証期
（令和11～12年度）

定着期
（令和8～10年度）組織区分

・訓練及び見直し・様々な避難所訓練
・防災イベントによる定着

避難所
（避難所リーダー）

・訓練で検証・本部訓練
・情報収集、発信手順確認災害救助地区本部

・検証及び見直し・安否確認訓練の定着
・防災体制の通年化町内会（防災会）

・訓練等の検証・継続した啓発と方法の工夫防災部会

・地区防災計画進行管理、調整
・アンケート調査

・災害時の協力スタッフの増員
・地区防災計画進行管理、調整

防災安心まちづくり
委員会

＜計画の見直し＞
令和12年度に見直しを行い、次の期間の計画を策定します。 12


